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今月の主な内容

■令和元年度一般会計当初予算� P２
■大型連休に伴う
　公共サービスについて� P７
■子育て支援をご利用ください� P８
■木造住宅の耐震診断・
　改修等を助成します� P11

大山崎町子育て支援センター「ゆめ
ほっぺ」で子どものキャップ・スタイ
づくりに取り組んでいた伊藤さん夫
婦。お父さんの抱っこで嬉しそうな赤
ちゃんのそばで、お母さんは集中して
縫い物を進めていました。お父さんも
お母さんも、ゆめほっぺにぜひお越し
ください。（関連記事８ページ）

新米パ
パ

子育
て奮闘中！

2019(令和元)年

天王山のふもと、三川合流の地  みんなを笑顔にするまち  「え」えとこ、「が」んばる、「お」おやまざき
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―
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
６
．
５
％
減

　
令
和
元
年
度
の
大
山
崎
町
一
般
会
計
予

算
案
は
、
２
月
26
日
か
ら
開
か
れ
た
平
成

31
年
町
議
会
第
１
回
定
例
会
最
終
本
会
議

で
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
修
正
案
が
可

決
さ
れ
、
原
案
か
ら
内
容
を
一
部
修
正
の

う
え
成
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

原
案
か
ら
６
，
４
０
８
万
１
千
円
減
額
と

な
る
、
58
億
７
，
１
９
１
万
９
千
円
（
対

前
年
度
△
６
．
５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
や
水
道
事

業
会
計
予
算
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

次
の
５
項
目
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

・
副
町
長
の
人
件
費

・‌‌‌

非
常
勤
特
別
職
（
顧
問
・
特
別
参
与
）

の
報
酬

・‌‌（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
制
定
に
向
け

た
住
民
検
討
会
議
の
設
置
等
費
用

・‌‌

自
校
方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食
施
設
整

備
に
係
る
設
計
費
用

・‌‌

岩
崎
運
動
広
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
の

改
修
費
用

一
般
会
計
予
算
は

議
員
修
正
案
を
も
っ
て
可
決

可
決
さ
れ
た
修
正
案

「
小
さ
な
行
政
」へ

�

経
営
方
針
を
転
換

令和元年度
一般会計当初予算

Restart
～大山崎町再出発～
�問＝政策総務課財政係　☎956-2101（内360）

中学校給食の開始時期について

　令和２年度中の開始を予定していました
が、関連予算が修正されたことに伴い、令
和２年度中の開始は困難となりました。今
後、中学校給食の早期実現のため、令和３
年度中の開始に向け、議会の意見、住民の
皆様の意向を踏まえながら調整を進めてい
きます。

令和元年度前川町長の重点施策

　政策目標を「住民とともに歩むまちの創
造」とし、次の項目を重点施策とし予算を
編成しました。

①小さな行政への転換
②公約の着実な推進
③住民参加の仕組みづくり
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町税の内訳� （千円）
令和元年度 前年度比

町
民
税

個人 856,159 19 0.0%
法人 229,300 △ 97,100 △ 29.7%
計 1,085,459 △ 97,081 △ 8.2%

固定資産税 1,442,720 △ 11,913 △ 0.8%
都市計画税 92,241 △ 791 △ 0.9%
軽自動車税 24,135 1,575 7.0%
町たばこ税 64,900 △ 2,500 △ 3.7%

計 2,709,455 △ 110,710 △ 3.9%

【歳入】
地方譲与税 2,719万円 (0.5%)
地方特例交付金 2,200万円 (0.4%)
配当割交付金 1,600万円（0.3%）
株式等譲渡所得割交付金 1,400万円 (0.2%)
自動車取得税交付金 550万円 (0.1%)
利子割交付金 400万円 (0.1%)
環境性能割交付金 250万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金 210万円（0.0%)

諸収入 1億649万5千円(1.8%）
使用料及び手数料 6,758万6千円(1.2%）
寄附金 3,216万2千円(0.5%）
財産収入 1,908万8千円(0.3%）
繰越金 500万円(0.1%）

町税
27億945万5千円（46.1%）

繰入金
1億3,097万2千円（2.2%)

分担金及び負担金
1億6,899万7千円（2.9%)

府支出金 
4億1,464万8千円 

(7.1%)

町債
4億9,930万円

(8.5%)

地方交付税
6億3,000万円

(10.7%)

国庫支出金 
7億4,492万6千円

(12.7%)

地方消費税交付金
2億5,000万円

(4.3%)

自主財源
32億3,975万5千円（55.2%）
依存財源
26億3,216万4千円(44.8%）歳入

58億
7,191万9千円

(構成比）

※�端数処理のため各構成比の合計が100％とならない場合があります。

【歳出】目的別グラフ

民生費
23億650万6千円
(39.3%)

教育費
7億5,030万8千円
(12.8%)

総務費
7億4,738万2千円 

(12.7%)

衛生費
4億6,290万6千円 

(7.9%)

消防費
3億6,675万5千円 

(6.2%)

土木費
4億9,533万4千円 

(8.4%)

公債費
5億2,496万9千円 

(8.9%)

目的別
58億

7,191万9千円
（構成比）

議会費 1億43万8千円(1.7%)
商工費 4,807万1千円(0.8%)
農林水産業費 3,197万5千円(0.5%)
労働費 2,727万3千円(0.5%)
災害復旧費 2千円(0.0%)
予備費 1千万円(0.2%)

※端数処理のため各構成比の合計が100％とならない場合があります。

土木費 衛生費 消防費 議会費・農林商工費�その他
１人あたり 30,949円 28,923円 22,915円 13,606円

民生費 教育費 総務費 公債費
１人あたり 144,112円 46,880円 46,697円 32,800円

令和元年度予算を住民ひとりあたりでみると…
住民　16,005人（平成31年４月１日現在の住民基本台帳人口）
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令
和
元
年
度
予
算 

主
な
事
業 

費目 事業名 予算額

議会費 議会広報誌「大山崎議会だより」発行事業　【拡充】 81万円

総務費

防犯カメラ整備事業　【新規】 303万円

中央公民館等整備検討ワークショップ開催事業　【新規】 50万円

総合計画（後期基本計画）及び総合戦略策定事業　【新規】 1,000万円

住民票等コンビニ交付サービス導入事業　【新規】 840万円

民生費

乙訓福祉施設事務組合負担金 3,416万円

障害者相談支援事業　【拡充】 596万円

障害者自立支援給付費・医療費 3億6,703万円

障害児給付費等 4,300万円

国民健康保険事業特別会計繰出金 9,825万円

後期高齢者医療保険事業療養給付費負担金、特別会計繰出金 2億875万円

介護保険事業特別会計繰出金 2億2,814万円

民間保育所運営支援事業（一時預かり事業・地域子育て支援拠点事業等含む）　【新規】 1億9,124万円

保育所施設管理計画策定事業　【新規】 641万円

子ども・子育て支援事業計画策定事業　【継続】 320万円

衛生費

風しん追加的対策事業　【新規】 416万円

骨髄移植等の医療行為に係る任意予防接種費用助成事業　【新規】 18万円

妊婦健康診査事業 1,416万円

長寿健康診査、健康増進法健康診査等事業 1,384万円

乙訓環境衛生組合負担金 1億3,371万円

農林水産業費
農業振興関係負担金・補助金 100万円

天王山周辺森林整備関連事業　【継続】 940万円

商工費 プレミアム付商品券事業　【新規】 2,575万円

土木費

急傾斜地崩壊対策事業　【継続】 500万円

防災子ども安全まちづくり事業（円明寺が丘団地・下植野団地側溝改良・路肩カラー舗装）　
【継続】 9,192万円

JR山崎駅バリアフリー化設備整備費補助金　【継続】 2,800万円

木造住宅耐震診断、耐震改修補助金 780万円

民間施設ブロック安全対策支援補助金　【新規】 75万円

下水道事業特別会計繰出金 8,800万円

消防費

乙訓消防組合負担金 3億2,832万円

防災伝道師養成講座開催事業　【新規】 14万円

ドローンによる被害状況調査訓練委託　【新規】 10万円

教育費

私立幼稚園就園奨励費補助金 2,304万円

町立小学校外壁等改修事業（設計）　【新規】 830万円

町立小学校給食室改修事業（設計）　【新規】 600万円

中央公民館別館　図書室　照明LED化工事　【新規】 72万円

史跡大山崎瓦窯跡整備事業　【継続】 5,850万円

体育館駐車場・駐輪場照明LED化工事　【新規】 575万
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財
政
状
況
―
健
全
な
財
政
を
維
持
す
る
も
課
題
は
山
積

　
平
成
29
年
度
決
算
に
お
い
て
、

人
口
一
人
当
た
り
の
町
債
残
高

は
、
府
内
市
町
村
で
６
番
目
に
少

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
公
債
費
の
人
口
一
人
当
た
り

の
決
算
額
は
、
類
似
団
体
の
約
６

割
と
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
治
体
の
財
政
状
況

を
表
す
指
標
と
し
て
、
健
全
化
判

断
比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客

観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健
全

化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

た
め
の
も
の
で
、
４
つ
の
指
標
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ
く
本

町
の
比
率
お
よ
び
、
過
去
５
年
間

の
推
移
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

例
え
ば
、「
実
質
公
債
費
比
率
」

に
つ
い
て
は
府
内
市
町
村
の
中
で

11
番
目
に
低
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
の
比
率
に
お
い
て

も
、
早
期
健
全
化
基
準
（
財
政
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
改
善
計
画
の
策
定
を
義
務
付

け
ら
れ
る
基
準
）
に
は
該
当
し
て

お
ら
ず
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
都
市
計
画
税

の
導
入
に
よ
り
下
水
道
施
設
の
整

備
財
源
が
確
保
さ
れ
、
事
業
の
安

定
化
が
図
ら
れ
た
一
方
、
待
機
児

童
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
子
育
て

支
援
対
策
、
学
力
向
上
を
は
じ
め

と
し
た
教
育
施
策
・
教
育
環
境
の

充
実
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
な

ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
、

い
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。

　
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
社
会

保
障
関
連
経
費
の
増
加
は
避
け
ら

れ
ず
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
へ
の
対
応
な
ど
、
中
長
期
的

に
は
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
住
民
と
と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
住
民
参
加
を
さ
ら
に
進
め
る

中
で
真
に
必
要
な
事
業
を
見
極
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
後
も
、
国
・
府
の
補
助
金
や

地
方
債
等
の
特
定
財
源
を
有
効
に

活
用
し
つ
つ
、
絶
え
ず
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
、
財
政
規
律
を
保

ち
な
が
ら
、
財
政
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

H29 H28 H27 H26 H25 早期健全化基準

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ─ ─ ─ ─ ─ 15.0%

②連結実質赤字比率 ─ ─ ─ ─ ─ 20.0%

③実質公債費比率（３年平均） 6.5% 5.8% 7.1% 9.8% 14.0% 25.0%

④将来負担比率 58.2% 53.9% 49.2% 52.1% 62.3% 350.0%

そ
の
他
の
指
標

⑤財政力指数（３年平均） 0.792 0.813 0.830 0.819 0.814

　　　　　　（単年度） 0.770 0.787 0.820 0.833 0.837

⑥実質収支比率 3.9% 3.2% 1.7% 2.6% 2.9%

⑦経常収支比率 91.3% 97.8% 96.0% 99.2% 97.0%

①実質赤字比率 地方公共団体の最も主要な会計である「一般会計」等に生じている赤字の大きさを、その地方公共団
体の財政規模に対する割合で表したものです。

②連結実質赤字比率 水道事業などの公営企業を含む「地方公共団体の全会計」に生じている赤字の大きさを、財政規模に
対する割合で表したものです。 

③実質公債費比率
地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対
する割合で表したものです。18%以上だと、新たな地方債借入をするために国や都道府県の許可が必
要になり、25%以上だと借入を制限されます。

④将来負担比率 地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、その地方公共団体の財政規模
に対する割合で表したものです。

⑤財政力指数
地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額（標準的な地方税収）を基準財政需要額（行政
事務の必要経費）で割ったものです。財政構造の柔軟性を表し、数値が高いほど自主財源の割合が高
く財政状況に余裕があるといえます。

⑥実質収支比率 その年度の実質収支額を標準財政規模で除して得られる比率で、普通３％から５％程度が望ましいと
されています。

⑦経常収支比率

地方公共団体の財政構造の柔軟性を判断するための指標で、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常
的に支出される経費（経常的経費）に充てられる一般財源の額が、地方税、普通交付税を中心とする毎年
度経常的に収入される一般財源（経常一般財源）と減収補てん債及び臨時財政対策債を合計した額に占め
る割合です。この比率が高いほど財政構造の硬直化が進んでいることを表します。

●財政状況を表す各指標の推移

●用語の説明
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介護保険事業特別会計

後期高齢者医療保険事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

　介護保険事業特別会計は、各種介護保険のサービスをご利用
される際に発生する自己負担額（1割～3割）の残りをまかなう
保険給付費等の歳出に対し、国・府からの補助金や介護保険料
等の歳入でまかなっています。
� 問＝健康課高齢介護係（内136）

　原則75歳以上の方が加入する健康保険制度で、加入者の方が
納められる保険料と町からの繰入金で運営される特別会計です。
　主な歳入は、広域連合が定めた料率で加入者の方が納められ
る保険料と低所得者に係る軽減分の町負担分となり、主な歳出
は歳入で集めた額を広域連合へ納付する納付金で、総額として
前年度と比較して4％の増加となりました。
� 問＝健康課保険医療係（内113）

　令和元年度の経営活動による収支は、有収水量の減少並びに老朽化に伴う更新費や修繕費等の増加により、引き続き、厳しくなる見込
みです。
　このような状況から、一部の施設において機能停止を行うなど、さらに光熱水費・動力費を始め施設維持のための営業費用の削減に努
めます。
　引き続き、業務の見直しや効率化、経費の節減に努め、更なる「安心で安全な水道水を安定的に供給できる水道」を目指します。

経営活動に伴うもの� （税込）
区分 予算額

収益的収入 4億4,507万2千円
収益的支出 4億8,148万6千円

水道施設の建設に伴うもの� （税込）
区分 予算額

資本的収入 1億718万5千円
資本的支出 1億6,941万8千円

　国民健康保険は、国や府などの支出金の他に、加入者の皆さ
んが国保税を出し合って支え合う特別会計です。
　平成30年度から、京都府が府内の医療費を推計し、その医療
費をまかなうため、市町村は京都府が算出した金額を国保税と
して集め、納付金として京都府に納める仕組みとなっています。
� 問＝健康課保険医療係（内111）

　下水道事業の費用は、「雨水公費、汚水私費」の原則に基づき、
雨水の排除にかかる費用は税収入（一般会計繰入金）、汚水の排
水や処理にかかる費用は下水道使用料でまかなっています。加え
て、一部の事業は国からの交付金を活用して実施しています。
　令和元年度予算の総額は9億8,010万円となり、前年度12億9,740万
円に比べて3億1,730万円の減額となりました。主な要因は、大山崎
排水ポンプ場の新築工事の事業費減によるものです。
� 問＝上下水道課下水道係（内291）

歳入
14億823万6千円

歳出

歳入
14億7,929万4千円

歳出

歳入
2億8,196万6千円

歳出

歳入
9億8,010万円

歳出

支払基金交付金
3億5,682万7千円
（25.3%） 国民健康保険税

2億9,941万円
（20.3%）

使用料及び手数料
2億5,731万6千円
（26.3%）

予備費
100万円
（0.1%）

公債費
1億4,750万8千円
（15.1%）

国庫支出金
2億8,535万円
（29.1%）

保険給付費
10億6,944万7千円
（72.3%）

後期高齢者医療
広域連合納付金
2億6,213万円
（93%）

国民健康保険事業費納付金
3億4,248万2千円
（23.2%）

府支出金
10億8,144万7千円
（73.1%）

保険料
3億1,049万円
（22%）

保険料
2億2,446万8千円
（79.6%）

国庫支出金
2億9,331万5千円
（20.8%）

繰入金
5,683万8千円
（20.2%）

繰入金
8,800万円
（9.0%）

町債
3億4,340万円
（35.0%）
総務費
342万円
（0.3%）

管理費
1億9,834万円
（20.2%）
事業費
6億2,983万1千円
（64.3%）

繰越金
398万円
（0.4%）
諸収入
205万4千円
（0.2%）

繰入金
9,825万9千円
（6.6%）

その他
17万8千円
（0%）

その他
6,736万5千円
（4.5%）

繰入金
2億5,540万3千円
（18.1%）
府支出金
1億9,217万3千円
（13.6%）

保険給付費
12億8,761万8千円
（91.4%）

その他
2万8千円
（0%）

その他
66万円
（0.2%）その他

1,983万6千円
（7%）

その他
1億2,061万8千円
（8,6%）

令和元年度 大山崎町特別会計当初予算
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４
月
27
日
土
～
５
月
６
日
月
の
大
型
連
休
に
伴
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

◯
公
共
施
設
の
開
庁
・
閉
庁
、
開
館
・
閉
館
日

◯
資
源
ご
み
収
集
の
日
程
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
町
役
場
は
大
型
連
休
中
（
４
月
27
日
～
５
月
６
日
）、

原
則
閉
庁
日
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
宿
日
直
職
員
に
よ

る
緊
急
時
の
対
応
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。
そ
の
他
公

共
施
設
の
開
館
・
閉
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問
＝
政
策
総
務
課
企
画
観
光
係
　
☎
９
５
６-

２
１
０
１

　
　（
内
３
８
０
）

　
大
型
連
休
が
10
日
間
の
長
期
連
休
と
な
る
た
め
、
水
・
木
・

金
曜
日
を
収
集
日
と
す
る
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
５
月

の
収
集
日
程
を
１
週
間
後
倒
し
に
し
て
い
ま
す
（
５
月
１
日

水
・
２
日
木
・
３
日
金
は
収
集
が
あ
り
ま
せ
ん
）。
収
集
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
可
燃
ご
み
は
通
常
ど
お
り
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

問
＝
経
済
環
境
課
清
掃
環
境
係‌

☎
９
５
６-

２
１
０
１
（
内
２

４
６
・
２
４
７
）

・開＝�○
・閉＝�― 役場 長寿苑 中央

公民館
ふるさと
センター

歴史
資料館 体育館 町立

保育所
ゆめ
ほっぺ

4月27日土 — — ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ —

4月28日日 — — ◯ ◯ ◯ ◯ — —

4月29日月 — — — ◯ ◯ ◯ — —

4月30日火 — — ◯ ◯ ◯ ◯ — —

��5月1日水 — — ◯ ◯ ◯ ◯ — —

��5月2日木 — — ◯ ◯ ◯ ◯ — —

��5月3日金 — — ◯ ◯ ◯ ◯ — —

��5月4日土 — — ◯ ◯ ◯ ◯ — —

��5月5日日 — — ◯ ◯ ◯ ◯ — —

��5月6日月 — — — ◯ ◯ ◯ — —

グループ 種別 通常時の収集日 令和元年5月の収集日

Ｂグループ
全種 第１・３水 8日水・22日水

プラのみ 第２・４水 15日水・29日水

Ｃグループ
全種 第１・３木 9日木・23日木

プラのみ 第２・４木 16日木・30日木

Ｄグループ
全種 第１・３金 10日金・24日金

プラのみ 第２・４金 17日金・31日金

Ｆグループ
全種 第２・４水 15日水・29日水

プラのみ 第１・３水 8日水・22日水

Ｇグループ
全種 第２・４木 16日木・30日木

プラのみ 第１・３木 9日木・23日木

Ｈグループ
全種 第２・４金 17日金・31日金

プラのみ 第１・３金 10日金・24日金

役場の組織が変わりました
　平成31年4月から、天王山対策課は廃止となりました。経済環境課が
業務を引き継ぎます。
� 問＝政策総務課企画観光係　☎956-2101（内380）

町　長

副町長

教育委員会

教育長

議会

政
策
総
務
課

企
画
観
光
係

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

財
政
係

総
務
係

危
機
管
理
係

管
財
係

税
務
係

住
民
係

保
険
医
療
係

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

福
祉
セ
ン
タ
ー

小
・
中
学
校

中
央
公
民
館

体
育
館

歴
史
資
料
館

保
育
所

高
齢
介
護
係

健
康
増
進
係

社
会
福
祉
係

児
童
福
祉
係

清
掃
環
境
係

農
林
商
工
係

地
域
整
備
係

管
理
係

都
市
計
画
係

上
水
道
係

下
水
道
係

業
務
・
府
営
水
道
係

会
計
係

学
校
教
育
係

文
化
芸
術
係

議
会
係

生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

健康福祉部会計管理者教育次長
教育委員会事務局

税
住
民
課

健
康
課

福
祉
課

経
済
環
境
課

建
設
課

上
下
水
道
課

会
計
課

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

議
会
事
務
局

監
査
室

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

公
平
委
員
会
事
務
局

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

監
査
委
員

（
議
会
事
務
局
兼
務
）

（
政
策
総
務
課
内
）

（
議
会
事
務
局
内
）

（
議
会
事
務
局
内
）

（
経
済
環
境
課
内
）

農
業
委
員
会

公
平
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

環境事業部 総務部
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大
山
崎
さ
く
ら
の
里
保
育
園

＊
対
象
児
童

　
町
内
在
住
の
生
後
57
日
～
就
学
前
児
童

＊
利
用
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

＊
利
用
料
　

　
次
の
利
用
料
の
ほ
か
、
給
食
代
２
０
０

円
・
お
や
つ
代
１
０
０
円
が
別
途
必
要
に
な

り
ま
す
。

▼
２
ヶ
月
～
３
歳
未
満
児
：
１
日
２
，
１
０

０
円
／
半
日
１
，
０
５
０
円
▼
３
歳
児
以

上
：
１
日
１
，
２
０
０
円
／
半
日
６
０
０
円

（
▼
１
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
▼

半
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分
／

午
後
12
時
30
分
～
５
時
）

※�

生
活
保
護
世
帯
は
免
除
（
証
明
す
る
も
の

が
必
要
）

※�

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
あ
り
（
要
事

前
連
絡
）

※�

利
用
前
日
の
正
午
以
降
に
利
用
を
辞
退
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の
日
の
利
用
料
等
は
い

た
だ
き
ま
す

＊
利
用
定
員

　
１
日
お
お
む
ね
10
人
以
内
（
受
け
入
れ
人

数
を
調
整
す
る
場
合
あ
り
）

＊
申
込
方
法

　
希
望
日
の
前
月
１
日
10
時
か
ら
１
週
間
前
の

木
曜
日
ま
で
に
申
込
み（
定
員
締
切
）。申
込
用
紙

は
保
育
園
、役
場
福
祉
課（
７
番
窓
口
）に
設
置
。

＊
問
・
申
込
先

　
大
山
崎
さ
く
ら
の
里
保
育
園
　
☎
９
５
３

-

８
７
０
２

問＝福祉課児童福祉係　☎956-2101（内181）

大
山
崎
町
立
第
３
保
育
所

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
一
時
保
育
事
業
の

実
施
場
所
が
大
山
崎
保
育
所
か
ら
第
３
保
育

所
に
変
わ
り
ま
し
た
。

＊
対
象
児
童

　
町
内
在
住
の
満
１
歳
～
就
学
前
児
童
（
里

帰
り
出
産
な
ど
で
一
時
的
に
町
内
に
滞
在
す

る
場
合
は
可
）

※
利
用
目
的
に
よ
り
、
回
数
に
限
度
あ
り

＊
利
用
時
間

▼
平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
▼
土

曜
日
：
午
前
８
時
30
分
～
正
午

＊
利
用
料

　
次
の
利
用
料
の
ほ
か
、
給
食
費
３
０
０
円

（
希
望
者
の
み
。
土
曜
は
な
し
）

▼
３
歳
児
未
満
：
３
０
０
円
／
時
▼
３
歳
児

以
上
：
２
０
０
円
／
時

※�

利
用
前
日
の
正
午
以
降
に
利
用
を
辞
退
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の
日
の
利
用
料
等
は
い

た
だ
き
ま
す

＊
利
用
定
員

　
１
日
お
お
む
ね
10
人
以
内
（
受
け
入
れ
人

数
を
調
整
す
る
場
合
あ
り
）

＊
申
込
方
法

　
希
望
日
の
前
月
１
日
か
ら
１
週
間
前
ま
で

に
保
育
所
へ
申
込
み
（
定
員
締
切
）。
申
込

用
紙
は
各
保
育
所
、
役
場
福
祉
課
（
７
番
窓

口
）
に
設
置
。

＊
問
・
申
込
先

　
大
山
崎
町
立
第
３
保
育
所
　
☎
９
５
７-

６
０
９
１

子育て支援をご利用ください

保
護
者
の
就
労
や
出
産
、
家
族
の
急
病
に
よ

る
看
護
、
育
児
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等
で
一
時
的

に
保
育
が
必
要
な
場
合
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

一
時
保
育
事
業

１

少しでも楽に！たのしく！
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大
山
崎
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

�

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」

＊
対
象
児
童

　
町
内
在
住
ま
た
は
里
帰
り
出
産
等
で
町
内

に
実
家
が
あ
る
就
学
前
児
童
と
そ
の
保
護
者

＊
利
用
時
間

　
火
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
（
不
定
休
あ
り
）

＊
利
用
料

　無
料

　
毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
本
誌
Ｐ
23
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
問

　
大
山
崎
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め

ほ
っ
ぺ
」　
☎
９
５
９-

９
０
５
０

大
山
崎
さ
く
ら
の
里
保
育
園 

�

「
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

＊
対
象
児
童
　

　
就
学
前
児
童
と
そ
の
保
護
者

＊
利
用
時
間
　

　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
10
時
～
午
後
４

時＊
利
用
料

　無
料

　
日
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
は
上
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
問
・
申
込
先

　
大
山
崎
さ
く
ら
の
里
保
育
園
　
☎
９
５
３

-

８
７
０
２

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
交
流
し
た
り
、
子
育
て
に

つ
い
て
の
相
談
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子どもたちはもちろんのこと、お母さん同
士で仲良くなったり、専任の職員に悩みを
話したりと、お母さんにとっ
て息抜きできる場所にな
ればいいなと思います。
季節に合わせたイベント
も開催しようと思ってい
ますので、お気軽にお越
しください。

大山崎さくらの里保育園
� 山内��五百子��園長

今村��茜さん、颯太くん、朱陽ちゃん

伊藤�知絵さん、要介さん、瑞冬くん

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

２

きれいで家にないおもちゃがあ
って、

子どもたちも喜んでいます。保
育園

に併設されているから、先生や
子ど

も達の様子もよく分かっていいで
すね。

通常のゆめほっぺのほか、ベビーマッサージやソー
イング、初めての方向けのイベントなども開催して
います。お母さんたちと楽しくおしゃべりしていま
すので、気軽にお越しください。お待ちしています。

　　大山崎町子育て支援センターゆめほっぺ
� 大槻��優子��センター長

マタニティ教室で友
だちができました。
ここに来ていなかっ
たら知り合いはいな
かったかもしれませ
ん。お父さんの参加
も増えたら嬉しいで
すね。


